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○ 大熊町、双葉町については、令和４年度に特定復興再生拠点区域の避難

指示が解除されたが、現時点では、町民の帰還の受け皿となる住宅の整備を

始め、生活再建に一定の期間を要する。

○ このため、国及び両町との協議を踏まえ、両町に係る応急仮設住宅の供与

期間を令和７年３月末まで１年間延長する。

○ なお、令和７年４月以降の供与については、今後判断する。

現行 今後

Ｒ５年度
（R5.4～R6.3）

Ｒ６年度
（R6.4～R7.3）

Ｒ７年度以降
（R7.4～）

※応急仮設住宅供与戸数：大熊町・双葉町 計６４８戸（R５.４.１現在）
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【参考】供与期間の延長イメージ


